




Research on Loan Words from the Japanese Language 
Still Existing in Korean Society




This paper is an amendment to the second chapter of the writer’s Master’s thesis, 
“Research on remnant Japanese vocabulary in the field of civil engineering and 
construction”, which the writer submitted to the Mejiro University Graduate School of 
International Exchanges Course, Language/Cultural Exchange in February 2008.
This paper includes my study on Japanese vocabulary still being used by present-
day Korean society. The influence of the Japanese Language still being taught exists in 
Korean society today, even though more than sixty years have passed since the end of 
the Second World War. The origin of that education in Korea goes back to just after the 
Japanese-Sino War.
The writer researched the existence of Japanese vocabulary still in use, in 
particular in the field of civil engineering and construction where it may have prevailed 
more than in any other field.
キーワード：残存日本語、韓国語醇化、土木建築
Key Words： remaining Japanese vocabulary, purification of the Korean Language, 























































































































































































































































































































































１ 足場丸太（あしばまるた） ○（あしばまるた） ◎（現在はパイプを使用）
「비계목」
２ 型枠（かたわく） ○（かたわく） ◎
「거푸집」
３ 釘袋（くぎふくろ） ●「못　전대」 △「くぎぶくろ」と発音
「못주머니」
４ 楔（くさび） ○（くさび）「쐐기」 ◎
５ 差し金（さしがね） ○（さしがね） ◎
「곡척曲尺」
「굽은자」
６ 水平器（すいへいき） ●「수평기」 ◎
「수준기」
７ 鏨（たがね） ○（たがね） ◎
「넓은날정」
８ 梃子（てこ） ○（てこ）「지릿대」 ◎
９ ノミ（のみ） ○（のみ）「정」 ◎
10 鋏（はさみ） ○（はさみ）「가위」 ◎
11 丸鋸（まるのこ） ○（まるのこ） ◎
「둥근톱」
12 丸鑢（まるやすり） ○（まるやすり） ◎
「둥근중」
13 割罫引（わりけいびき） ○（けびき）「게비키」 △「わりけしき」と発音
資 　材
14 赤煉瓦（あかれんが） ○（あかれんが） ◎
「적벽돌」




16 土管（のかん） ○（とかん）「토관」 △「どかん」と発音
17 丸太（まるた） ○（まるた）「통나무」 ◎
18 丸棒（まるぼう） ○（まるぼう） △現在は『鉄筋』を使用
「둥근봉」
構 　造
19 一枚積（いちまいつみ） ●「한장싸기」 ◎
「한장샇기」
20 半枚積（はんまいつみ） ○（はんまいつみ） ◎
「반장쌓기」
21 勾配（こうばい） ○（こうばい）「물매」 ◎
22 桁（けた） ○（けた）「보」 ◎
23 筋交い（すじかい） ●「비스듬물기」 ◎
「어어긋매김」
24 垂木（たるき） ○（たるき） ◎
「서까래」
仕上げ
25 洗出（あらいだし） ○（あらいだし） ◎
「씻어내기」
26 色合（いろあい） ●「색채조화」 ◎
27 おさまり ○（おさまり） ◎
「마무리」
28 帯木（おびぎ） ○（おびき）「멍에」 ◎
29 壁（かべ） ○（かべ）「벽」 ◎
30 際鉋（きわかんな） ●「모서리대패」 ◎
31 仕上鉋（しあげかんな） ○「仕上げ마무리」 ◎
32 研出（とぎだし） ○（とぎだし） ◎
「갈아내기」
33 とのこ摺り（とのこすり） ○（とのこすり） ◎
「토분먹임」
34 野縁（のぶち） ●「반자틀」 ◎
35 吹付（ふきつけ） ○（ふきつけ） ◎
「뿜칠」
36 廻り縁（まわりぶち） ●「돌림띠」 ◎
単 　位
37 奥行き（おくゆき） ●「안길이」深さ「깊이」 ◎
38 高さ（たかさ） ○（たかさ）「높이」 ◎
39 才（さい） ○（さい）「재」 ◎
40 法高（のりだか） ○（のりだか）「경사」 ◎
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作業用語・名称
41 足場（あしば） ○（あしば）　 ◎
「족장」「비개」
42 穴抜（あなぬき） ●「구멍둟기」 ◎
43 受取（うけとり） ○（うけとり）「하도급」 ◎
44 請負（うけおい） ○（うけおい）「도급」 ◎
45 金物（かなもの） ●「철물」 ◎
46 木柄（きがら） ●「나무결」 ◎「木目」の意
47 組立（くみたて） ○（くみたて）「조립」 ◎
48 小口（こぐち） ●「마구리」 ◎
49 腰板（こしいた） ●「정두리」 ◎
50 左官（さかん） ○（さかん） ◎
「좌관」「미장이」
51 手待（てまち） ○（てまち）「기다림」 ◎
52 手元（てもと） ○（てもと）「조공」 ◎
53 手直（てなおし） ●「재손질」 ◎
54 天井（てんじょう） ○（てんじょう）「천정天障」 ◎
55 芯（しん） ○（しん）「납／연」 ◎
56 炊事場（すいじば） ●「주방」 ◎
「취사장」
57 取替（とりかえ） ○（とりかえ）「배수량」 ◎
58 取仕事（とりしごと） ○（とりしごと）「＊＊＊」 ◎
59 ねじ山（ねじやま） ○（ねじ）「네지」 ◎
「나삿니」
60 根太（ねだ） ○（ねだ）「장선（長線）」 ◎
61 庇（ひさし） ○（ひさし）「차양」 ◎
62 柾目（まさめ） ●「곧은결널빤지」 ◎
63 糸柾（いとまさ） ●「가는곧은결」 ◎
64 目立て（めたて） ○（めたて）「날세우기」 ◎
65 遣方（やりかた） ○（やりかた） ◎
「규준틀」
66 やりきり ○（やりきり） 語彙が存在せず
「도급주기」













































































































 「日本史辞典」岩波書店　　1999. 10. 26第一刷発行『韓国併合』267頁より参照する
（５）「韓国語収復」1948年韓国政府「文教部」により韓国語の醇化が行われ始める。
（６）尹貞順著「先行研究」1980年韓国外国語大学大学院碩士（修士）論文「韓国に残存する日本語語
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彙の整理方案」
（７）「우리말도로찾기（韓国語収復）」（1948）政府機関文教部による　韓国語の醇化対象語　941語
（筆者の数えたところによる）が収録されている。 韓国国語研究所蔵書
（８）韓国中央大学校副教授任栄哲公開講演会「韓国人からみた日本語」大阪樟蔭女子大学円形ホール
に於いて1997年３月５日
（９）日本文化研究「第５号」（184頁～ 215頁）掲載。韓国外国語大学校　日本文化研究所1990年発行
創刊号は1985年発行されている。 韓国外国語大学校所蔵
（10）「韓国語醇化資料集」（1989）1977年開始～ 1988年完成　韓国政府発行10987語が収録。
 韓国外国語大学校所蔵
（11）「建築関係語彙考」1964年発行　姜信沆編「現代国語の建築関係語彙考」は、「美術考古学用語集
建築篇」の資料を用いて建築用語の分析を進めたとあることから建築用語として独立した辞典の作
成は初めての試みと解釈できる。収録されている建築用語1257語については日本語に対する置き換
え語の普及が目的である。 韓国中央大学校所蔵
（12）「建設工事現場俗語」　1982年に発行された金平卓編「建築用語大辞典」には「建設工事現場俗語」
1462語の語彙が収録されている。 韓国中央大学校所蔵
（13）【熊谷の註記より転記】（語彙数は筆者が数えたところによる）
　　①　金平卓編「建築用語大辞典」1462語収録　技文堂発行、ソウル、1982年　　②　姜信沆著「現
代國語の建築関係語彙考」（『金載元博士回甲記念論叢』所収、乙酉文化社、1964年）は「美術考古
学用語集建築篇」（国立博物館叢書甲第二、国立博物館、ソウル1965年）の資料を用いて建築用語の
分析を進めているが、この用語集には1257語が収められ、日本語に対する置き換え語の普及を目的
として作成されたものである。
（14）「現場俗語」1999年発行2002年補足された「建築用語辞典」は建築用語編纂委員会により編纂さ
れ、建設研究者の発行による 韓国中央大学校所蔵
（15）姜信沆「現代国語の建築関係語語彙考」（1964）804・805頁より抜粋
（16）　2007年８月韓国在住韓国人建築家이인형李仁炯氏の協力を得、筆者論文内、表１『土木建築用
語』67語彙に関する今日の韓国社会の土木建築現場での日本語の使用状況をインタヴューにより調
査した。又実際の土木建築現場の作業員に対して同様の調査項目67語彙に関する日本語の使用状況
を李仁炯氏に調査依頼し、まとめたものである。
（17）2007年６月　日本人建築家井上一氏による協力を得、筆者論文内、表１『土木建築用語』67語彙
に関する日本での現在の使用状況をインタヴューによる調査結果をまとめたものである。
【参考文献】
・任栄哲公開講演会「韓国人からみた日本語」日本語研究センター報告第４号掲載（1997）
・韓国国語研究所「우리말도로찾기（韓国語収復）」（1948） 韓国国語研究所蔵書
・韓国国語研究所「国語醇化資料集」（日本語系原音借用語10987語収録）（1989） 
 韓国外国語大学校所蔵
・建築用語編纂委員会『現場俗語』（1999発行2002補足）「建築用語辞典」の附録部分（1462語）建築
用語編纂委員会編纂　建設研究者発行 韓国中央大学校所蔵
・姜信沆강신항著「現代國語の建築関係語彙考」（1964）（『金載元博士回甲記念論叢』所収、乙酉文化
社） 韓国国立中央図書館所蔵
・金平卓編『建設工事現場俗語』（1976登録1991発行）「建築用語大辞典」の附録部分（1449語収録）
技文堂発行
・熊谷明泰「韓国の言語醇化資料と日本語系借用語」（1990）
 韓国外国語大学校日本文化研究第５号掲載
・尹貞順윤정순先行研究『韓国に残存する日本語語彙の整理方案』韓国外国語大学大学院碩士（修士）
林　悦子216
論文（1980） 韓国中央図書館所蔵
【付記】
本稿は平成18年（2006）４月より二年間の研究成果をまとめ、平成19年度目白大学大学院国際交流
研究科言語文化交流に筆者が提出した修士論文の第二章土木建築分野に見る日本語の残存調査に加筆
したものである。
